
問題15 熱移動の式の導出，直角座標
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厚さLが（　　　）であるためにはzに垂直な面を通過する液体の量はトータルで（　　）：収支の意味の復習
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・ここでは流速はz成分のみとして考える。問題17
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連続の式を用いて最終的に次の式を得る。
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・均一となっている液膜の厚さはとりあえずLとする

これらの条件をしっ
かり理解しよう

上昇壁に粘着して上方向の速度を持つ
領域と重力によって下降する領域
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１．運動量収支(力)と運動の式(概念のみ）（　　） ２．熱収支と熱移動の式（　　） ３．境界条件（　　）

その他、質問、要望、感想など

重力はzの負の方向
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境界条件①：自由表面液体の表面は自由表面
運動量の移動がゼロ

固体壁と
同じ速度
粘着条件

境界条件②：粘着条件
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λを均一、一定とする

運動の式(直角座標）を導出するために
1日で財布と
お金の出入り
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